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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
龍
騎

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
５
４
５
Ｇ

【
作
者
名
】

　
桜
井
豪

【
あ
ら
す
じ
】

　
転
校
生
「
神
空
夏
輝
」
は
父
親
の
仕
事
の
都
合
で
北
高
へ
と
や
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
こ
は
普
通
の
日
常
と
か
け
離
れ
て
い
っ
た
。
カ
ー
ド
デ
ッ
キ
を
拾

っ
て
し
ま
っ
た
と
き
か
ら
…
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
と
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
龍
騎
と
の

コ
ラ
ボ
！
都
合
に
よ
り
、
２
ヶ
月
ほ
ど
こ
っ
ち
は
書
け
ま
せ
ん
。
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一
章
（
一
話
転
校
生
）
：
神
空
視
点

俺
の
名
前
は
神
空
夏
輝
、
一
応
高
校
２
年
生
だ
。

か
み
そ
ら
な
つ
き

父
親
の
仕
事
の
都
合
で
北
高
に
転
校
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

前
の
学
校
と
同
じ
よ
う
に
普
通
の
生
活
を
楽
し
め
る
を
思
っ
て
い
た
が
…
い
や

は
や
。

あ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
…

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

「
も
う
皆
知
っ
て
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
２
年
５
組
に
転
校
生
が
来
ま
し
た
」

担
任
ら
し
き
教
師
に
呼
ば
れ
、
俺
は
教
室
に
入
っ
た
。

「
え
、
と
×
×
県
か
ら
来
た
神
空
夏
輝
で
す
」

す
る
と
、
担
任
は
俺
の
名
前
を
黒
板
に
書
き
始
め
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
神
空
君
は
キ
ョ
ン
君
の
隣
に
座
っ
て
く
だ
さ
い
」

「
え
？
キ
ョ
ン
？
」

「
あ
ぁ
、
ご
め
ん
ご
め
ん
、
窓
際
の
ボ
ー
ッ
と
し
て
る
奴
の
隣
だ
」

指
を
指
さ
れ
た
方
を
見
て
、
す
ぐ
に
理
解
が
で
き
た
。

キ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
た
奴
は
「
め
ん
ど
く
さ
い
で
す
」
と
い
う
顔
を
し
な
が
ら
こ

っ
ち
を
見
て
い
た
。
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「
え
ー
っ
と
キ
ョ
ン
君
で
す
ね
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
あ
あ
、
よ
ろ
し
く
」

予
想
通
り
、
キ
ョ
ン
と
い
う
男
は
俗
に
い
う
「
事
な
か
れ
主
義
」
と
い
う
感
じ

だ
。

「
で
は
、
Ｈ
Ｒ
は
こ
れ
で
終
わ
り
だ
」

「
起
立
、
礼
」

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

前
の
と
こ
ろ
と
授
業
は
そ
ん
な
に
離
れ
て
お
ら
ず
、
遅
れ
る
と
い
う
事
は
無
さ

そ
う
だ
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
俺
は
部
活
を
探
す
こ
と
に
し
た
。

「
お
い
、
転
校
生
！
野
球
部
に
入
れ
よ
！
」

「
い
や
、
男
な
ら
サ
ッ
カ
ー
部
だ
！
」

「
女
子
に
も
て
た
い
な
ら
テ
ニ
ス
部
に
！
」

「
静
か
な
茶
道
部
な
ど
ど
う
で
す
か
？
」

な
ん
と
い
う
か
、
典
型
的
な
勧
誘
だ
。

で
も
、
俺
は
卓
球
部
に
入
ろ
う
と
決
め
て
い
た
の
で
勧
誘
を
全
て
断
っ
た
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
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「
え
？
男
子
の
卓
球
部
は
な
い
？
」

「
う
ん
、
３
年
前
か
ら
男
子
の
部
員
が
入
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
」

「
マ
ジ
か
よ
…
」

「
よ
か
っ
た
ら
バ
ス
ケ
部
に
入
ら
な
い
？
」

「
結
構
で
す
」

俺
は
、
す
ぐ
に
体
育
館
か
ら
急
い
で
離
れ
た
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

「
さ
て
、
と
部
活
は
ど
う
す
る
か
な
」

な
に
げ
な
く
つ
ぶ
や
い
て
る
と
後
ろ
か
ら
襟
を
掴
ま
れ
た
。

「
ぐ
え
っ
」

「
ね
ぇ
、
ち
ょ
っ
と
あ
ん
た
！
」

振
り
向
く
と
、
結
構
ス
タ
イ
ル
の
い
い
美
人
が
立
っ
て
い
た
。

「
あ
、
確
か
涼
宮
さ
ん
…
」

隣
の
キ
ョ
ン
の
さ
ら
に
後
ろ
、
つ
ま
り
斜
め
後
ろ
の
席
の
涼
宮
さ
ん
だ
っ
た

「
あ
ん
た
さ
、
な
ん
か
部
活
決
め
た
？
」

「
い
え
、
こ
の
学
校
卓
球
部
が
無
い
み
た
い
な
ん
で
、
部
活
ど
う
し
よ
う
か
な
、

っ
て
」

ち
な
み
に
、
こ
の
言
葉
が
後
で
ど
ん
な
に
後
悔
す
る
か
、
こ
の
と
き
は
知
り
よ
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し
も
無
か
っ
た
…
。

「
な
ん
か
、
お
も
し
ろ
い
部
活
な
ら
ど
こ
で
も
…
」

「
じ
ゃ
あ
！
う
ち
に
来
な
さ
い
よ
！
」

「
な
ん
て
部
で
す
か
？
」

「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
よ
！
」

「
え
、
エ
ス
オ
ー
エ
ス
ダ
ン
？
」

問
い
に
答
え
て
も
ら
え
ず
、
俺
は
涼
宮
さ
ん
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

「
じ
ゃ
あ
、
紹
介
す
る
わ
！
新
し
い
団
員
の
神
空
夏
輝
君
よ
！
」

「
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
俺
は
入
る
な
ん
て
い
っ
て
ま
せ
ん
！
」

「
ほ
ら
ほ
ら
！
み
ん
な
も
自
己
紹
介
し
て
よ
」

（
え
～
！
無
視
で
す
か
？
）

「
小
泉
で
す
、
よ
ろ
し
く
」

「
あ
、
朝
比
奈
み
く
る
で
す
ぅ
…
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
ぅ
」

「
長
門
…
」

（
え
？
こ
れ
っ
て
確
定
？
俺
が
入
る
の
決
定
事
項
な
の
！
？
）

（
ま
ぁ
、
し
か
た
が
な
い
か
…
コ
レ
は
抜
け
出
そ
う
と
し
て
も
無
理
だ
）

「
は
ぁ
…
」
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『
ガ
チ
ャ
』

「
あ
！
キ
ョ
ン
！
！
ま
た
遅
れ
た
わ
ね
！
」

「
あ
～
悪
か
っ
た
、
悪
か
っ
た
っ
て
…
お
前
！
！
ま
た
無
関
係
の
奴
を
巻
き
込

ん
だ
の
か
！
？
」

「
な
に
よ
、
悪
い
？
」

「
あ
あ
、
悪
い
ね
！
す
ご
く
問
題
あ
る
！
」

（
も
し
か
し
て
…
こ
こ
に
い
る
全
員
、
涼
宮
さ
ん
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
？
）

「
あ
の
、
も
う
い
い
で
す
…
入
り
ま
す
よ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
に
…
」

「
ほ
ら
～
キ
ョ
ン
！
入
り
た
い
っ
て
言
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
！
」

「
い
や
、
い
っ
て
な
い
だ
ろ
…
」

（
あ
～
あ
っ
前
途
多
難
だ
な
ぁ
～
）

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

「
じ
ゃ
あ
、
『
謎
の
転
校
生
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
』
っ
て
こ
と
で
神
空
君
を
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団

に
迎
え
い
れ
る
わ
！
」

「
よ
ろ
し
く
…
」

「
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
小
泉
で
す
よ
ろ
し
く
」

「
朝
比
奈
み
く
る
で
す
…
え
と
…
い
ち
お
う
３
年
生
で
す
…
」

「
長
門
…
」

「
俺
は
い
い
よ
な
？
」

し
か
し
、
俺
は
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
こ
の
さ
い
、
聞
い
て
み
た
。
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「
あ
の
、
本
名
は
？
」

「
…
…
禁
則
事
項
だ
」

「
ふ
ぇ
？
」

ま
ぁ
、
た
わ
い
も
無
い
会
話
を
し
て
、
解
散
し
た
。

ま
だ
、
平
和
だ
っ
た
。

問
題
は
次
の
日
…

そ
う
、
例
の
カ
ー
ド
デ
ッ
キ
を
拾
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
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一
章
（
一
話
転
校
生
）
：
神
空
視
点
（
後
書
き
）

今
回
は
転
校
生
の
神
空
視
点
で
す
。

他
に
、
キ
ョ
ン
視
点
、
後
に
出
て
く
る
高
野
視
点
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
キ
ャ
ラ
紹
介
な
ど
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一
章
（
二
話
キ
ョ
ン
、
変
身
！
！
）
：
キ
ョ
ン
視
点
 

（
前
書
き
）

は
っ
き
り
い
っ
て
中
学
生
な
ん
で
文
法
の
使
い
方
が
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
。

文
章
力
も
、
あ
ま
り
い
い
も
の
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
自
分
の
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一
章
（
二
話
キ
ョ
ン
、
変
身
！
！
）
：
キ
ョ
ン
視
点
 

は
っ
き
り
い
っ
て
最
近
は
平
和
だ
。

別
に
、
過
去
に
飛
ん
だ
り
、
ナ
イ
フ
で
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
、
あ
り
え
な

い
超
常
現
象
が
お
き
た
り
も
し
て
い
な
い
。

古
泉
に
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
ハ
ル
ヒ
が
最
近
落
ち
着
い
て
い
る
か
ら
ら
し
い
。

い
わ
れ
て
み
れ
ば
入
学
当
初
と
比
べ
た
ら
ず
い
ぶ
ん
丸
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。

正
直
い
う
と
…
も
の
た
り
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
。

眼
を
開
け
た
ら
、
閉
鎖
空
間
で
す
。
な
ん
て
こ
と
に
な
っ
て
な
い
こ
と
を
願
お

う
。

『
・
・
か
・
・
・
え
・
・
・
・
・
』

ハ
ル
ヒ
か
？
た
の
む
か
ら
も
う
巻
き
込
む
な
！
！

『
・
・
・
た
・
・
・
ｋ
・
・
・
・
・
・
・
騎
』

は
っ
き
り
し
ろ
！
！
っ
て
か
…
誰
で
す
か
？

『
・
・
ｔ
た
・
・
か
・
・
・
ｅ
・
・
・
龍
・
・
ｋ
』

…
鷹
？
龍
？
な
に
が
い
い
た
い
？

「
た
た
か
え
！
！
龍
騎
！
！
」

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
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「
ど
わ
ぁ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

「
ど
、
ど
う
し
た
の
？
キ
ョ
ン
く
ん
！
？
」

妹
が
も
の
す
ご
く
驚
い
た
よ
う
な
顔
で
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
。

ま
ぁ
あ
ん
な
大
き
い
声
を
出
せ
ば
誰
で
も
ビ
ッ
ク
リ
す
る
だ
ろ
う
…

「
ん
…
あ
あ
、
ち
ょ
っ
と
な
嫌
な
夢
を
見
た
」

妹
は
教
え
て
と
い
う
よ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
こ
っ
ち
を
見
て
い
る
。

妹
よ
、
す
ま
ん
、
全
然
覚
え
て
い
な
い
ん
だ
。
と
弁
解
し
た

「
ん
ー
っ
」

満
足
し
て
い
な
い
よ
う
な
反
応
だ
が
ど
う
や
ら
解
放
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
。

あ
と
、
こ
の
い
つ
の
ま
に
か
枕
元
に
お
い
て
あ
っ
た
箱
は
な
ん
だ
？

な
に
や
ら
龍
の
紋
章
ら
し
き
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。

枕
元
と
い
え
ば
、
時
計
の
針
は
…

「
っ
て
も
う
７
時
半
か
よ
！
！
」

俺
は
急
い
で
階
段
を
下
り
て
い
っ
た
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

今
日
の
活
動
日
記
。

ハ
ル
ヒ
は
来
る
な
り
「
明
日
は
ゲ
ー
ム
大
会
に
出
る
わ
よ
！
！
」
と
い
い
ま
し

た
。

僕
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ツ
ッ
コ
ミ
ま
し
た
が
、
無
視
を
さ
れ
、
明
日
ゲ
ー

ム
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
こ
し
は
俺
の
意
見
も
聞
い
て
欲
し
い
も
の
だ
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

追
伸

Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
の
Ｈ
Ｐ
に
神
空
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
乗
り
ま
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ゲ
ー
ム
大
会
。

内
容
は
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
イ
タ
ー
の
よ
う
な
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
大
会
ら
し

い
。

は
っ
き
り
い
っ
て
そ
う
い
う
ゲ
ー
ム
は
苦
手
だ
。

ま
た
長
門
が
キ
ャ
ラ
無
敵
と
か
の
イ
ン
チ
キ
を
す
る
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
…

『
キ
シ
ャ
ァ
…
…
』

さ
っ
き
か
ら
へ
ん
な
音
が
聞
こ
え
る
の
で
す
が
…

あ
ぁ
…
ま
た
超
常
現
象
に
巻
き
込
ま
れ
る
よ
う
だ
。

「
ん
？
」
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振
り
向
い
た
瞬
間
、
カ
ラ
ス
の
よ
う
な
や
つ
が
鏡
の
中
か
ら
出
て
き
た
。

「
ど
わ
ぁ
！
！
？
？
」

Ｈ
ｅ
ｌ
ｐ
 

ｍ
ｅ
！
！
長
門
様
！
！

ど
う
し
て
か
、
俺
は
鞄
の
中
か
ら
今
朝
見
つ
け
た
箱
を
取
り
出
し
た
。

持
っ
て
い
た
箱
ｇ
…
箱
を
も
っ
て
い
た
手
が
勝
手
に
動
い
た
。

箱
が
鏡
に
映
る
と
な
に
や
ら
鏡
か
ら
へ
ん
な
金
属
の
塊
が
出
て
き
た
。

「
な
ん
だ
？
こ
れ
」

慣
れ
、
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い
。

い
ろ
い
ろ
と
超
常
現
象
に
出
会
っ
て
し
ま
い
、
こ
う
い
う
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま

っ
た
自
分
が
い
る

ま
っ
た
く
、
恐
ろ
し
い

「
腰
に
く
っ
つ
い
た
ぞ
？
こ
れ
」

ソ
レ
は
現
実
に
存
在
す
る
も
の
に
言
い
換
え
る
と
ベ
ル
ト
と
い
う
と
こ
ろ
か
。

し
か
し
、
普
通
の
ベ
ル
ト
と
は
違
い
、
か
な
り
太
い
。

ま
た
箱
を
も
っ
て
い
る
手
が
動
き
ソ
レ
の
ポ
ッ
カ
リ
開
い
て
る
部
分
に
ソ
ノ
箱

を
収
め
た
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
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え
ー
っ
と
。
こ
の
姿
は
い
っ
た
い
？

左
手
に
は
龍
の
頭
の
よ
う
な
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
が
付
い
て
い
る
。

体
中
に
鎧
の
よ
う
な
無
機
質
な
物
な
ど
が
付
い
て
い
て
、
手
と
か
腕
と
か
に
赤

く
、
硬
い
布
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
…
ハ
ル
ヒ
の
趣
味
か
？

「
な
ん
じ
ゃ
あ
、
こ
り
ゃ
あ
！
！
」

幸
い
、
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
目
の
前
に
は
鏡
が
あ
る
。

頭
に
は
中
世
の
兜
の
よ
う
な
も
の
が
装
着
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
自
分
の
体
を
じ
っ
く
り
観
察
す
る
前
に
俺
は
鏡
の
中
に
吸
い
込
ま
れ

た
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

ん
～
な
ぜ
か
戦
い
方
を
知
っ
て
い
る
。

こ
の
左
手
の
龍
の
よ
う
な
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
こ
の
部
分
を
引
い
て
、
ベ
ル
ト
（

？
）
か
ら
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
、
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
に
カ
ー
ド
を
入
れ
る
。

す
る
と
、
剣
や
ら
な
に
や
ら
が
出
て
き
て
、
こ
の
化
け
物
と
戦
え
る
。

『
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
 

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
』

上
空
か
ら
ド
ラ
グ
セ
イ
バ
ー
が
出
現
。
相
手
に
向
か
っ
て
い
く
。



15

ま
る
で
、
誰
か
に
憑
か
れ
た
よ
う
に
た
だ
、
無
意
識
に
相
手
に
向
か
っ
て
い
く
。

と
く
に
強
い
相
手
で
も
な
さ
そ
う
な
の
で
こ
こ
で
ケ
リ
を
つ
け
さ
せ
て
も
ら
お

う
。

『
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
 

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
』

無
機
質
な
機
械
音
が
な
る
と
、
ド
ラ
グ
レ
ッ
ダ
ー
が
現
れ
る
。

「
っ
た
く
、
な
ん
で
俺
戦
い
方
な
ん
て
知
っ
て
る
ん
だ
？
」

な
ん
て
、
文
句
を
言
い
な
が
ら
ジ
ャ
ン
プ
を
し
、
カ
ラ
ス
の
よ
う
な
ミ
ラ
ー
モ

ン
ス
タ
ー
に
フ
ァ
ナ
ル
ベ
ン
ト
を
決
め
る
。

「
だ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
り
ゃ
あ
あ
！
！
」

キ
ッ
ク
が
当
た
る
と
モ
ン
ス
タ
ー
は
木
っ
端
微
塵
に
吹
っ
飛
ん
だ
。

こ
れ
で
、
終
わ
り
と
ば
か
り
に
息
を
付
く

「
っ
た
く
、
ま
た
ハ
ル
ヒ
の
陰
謀
か
？
」

お
と
な
し
く
な
っ
た
と
思
え
ば
す
ぐ
に
こ
ん
な
こ
と
に
巻
き
込
む
。

明
日
長
門
達
に
聞
い
て
み
る
か
。



16

ち
な
み
に
、
物
陰
か
ら
ナ
イ
ト
が
覗
き
込
ん
で
い
た
の
を
キ
ョ
ン
は
気
づ
か
な

か
っ
た
。
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一
章
（
二
話
キ
ョ
ン
、
変
身
！
！
）
：
キ
ョ
ン
視
点
 

（
後
書
き
）

は
い
、
ナ
イ
ト
が
覗
い
て
ま
す
（
な
に

ま
ぁ
、
ナ
イ
ト
に
は
誰
が
変
身
し
た
か
想
像
は
つ
く
と
思
い
ま
す
が
、
ハ
ル
ヒ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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一
章
（
三
話
物
陰
か
ら
除
く
少
年
）
：
神
空
視
点

『
あ
な
た
に
質
問
が
あ
り
ま
す
』

『
も
し
、
一
つ
だ
け
願
い
を
叶
え
て
ら
れ
る
と
聞
か
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
何
を

願
い
ま
す
か
？
』

『
あ
な
た
に
強
い
願
い
が
あ
る
な
ら
、
あ
な
た
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
と
な
る
で
し

ょ
う
。
』

こ
ん
な
夢
を
み
た
後
日
、
親
父
の
仕
事
の
都
合
で
来
月
に
は
転
勤
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

ち
な
み
に
、
俺
に
は
母
親
が
い
な
い
。

４
年
前
に
交
通
事
故
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

だ
か
ら
、
身
寄
り
の
無
い
俺
を
男
手
ひ
と
つ
で
育
て
て
く
れ
た
親
父
に
は
感
謝

し
て
い
る
。

別
に
一
人
暮
ら
し
で
も
大
丈
夫
だ
。
と
言
っ
た
が
俺
も
引
越
し
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
の
後
、
一
番
衝
撃
を
う
け
た
の
は
親
父
は
前
か
ら
付
き
合
っ
て
い
た
女
の
人

が
い
て
引
越
し
を
機
に
結
婚
す
る
。
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
女
の
人
に
は
連
れ
子
が
い
た
。

そ
の
子
は
俺
と
同
い
年
ら
し
く
、
名
前
は
〈
高
野
 

美
由
紀
〉
と
い
う
ら
し
い
。

た
か
の
 

み
ゆ
き

結
構
美
人
の
女
の
子
だ
っ
た
の
だ
が
、
初
対
面
か
ら
馬
が
合
わ
な
い
の
か
俺
に

は
、
ほ
と
ん
ど
な
に
も
話
し
て
く
れ
な
い
。

「
え
っ
と
…
美
由
紀
ち
ゃ
ん
だ
っ
け
？
」

「
…
…
…
」

「
よ
ろ
し
く
ね
」

「
…
…
…
…
…
…
」



19

「
あ
、
あ
の
ぉ
～
？
」

「
…
…
…
」

「
好
き
な
本
と
か
あ
る
？
」

「
…
…
…
…
」

あ
～
っ
す
っ
げ
ぇ
～
ム
カ
ツ
ク
！

「
な
ん
か
、
怒
っ
て
ま
す
か
？
」

「
…
…
…
」

「
く
っ
…
」

な
ぜ
何
も
喋
ら
な
い
！
？
（
怒
）

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

ん
で
、
引
っ
越
し
て
数
週
間
後
、
俺
は
一
人
暮
ら
し
を
し
た
い
と
訴
え
、
北
高

か
ら
１
０
分
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
た
。

ま
ぁ
、
家
に
い
て
も
気
ま
ず
く
な
る
だ
け
だ
し
な
。

そ
う
そ
う
、
あ
と
も
う
一
つ
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。

俺
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
な
っ
た
ん
だ
。
ご
く
最
近
に
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
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ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
は
鏡
の
中
に
存
在
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
人
間
を
襲
う
た
め
に
と
き
ど
き
鏡
の
中
か
ら
出
て
く
る
。

被
害
が
出
る
前
に
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
が
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
を
倒
す
。
そ
れ
が
パ

タ
ー
ン
。

も
っ
と
も
、
そ
れ
は
一
部
の
ラ
イ
ダ
ー
で
、
本
来
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
目
的
は

自
分
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
に
他
の
ラ
イ
ダ
ー
を
殺
す
こ
と
。

ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
は
単
な
る
障
害
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
う
ち
、
こ
の
世
界
で
も
ラ
イ
ダ
ー
大
戦
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
さ
き
ほ
ど
龍
騎
が
誕
生
し
た
よ
う
だ
。

で
き
れ
ば
、
１
３
人
が
そ
ろ
わ
な
い
で
欲
し
い
の
だ
が
…

あ
ま
り
強
い
モ
ン
ス
タ
ー
で
は
な
さ
そ
う
だ
し
、
こ
こ
は
龍
騎
の
戦
い
を
見
物

す
る
こ
と
に
し
た
。

龍
騎
は
フ
ァ
イ
ナ
ル
ベ
ン
ト
の
カ
ー
ド
を
ベ
ン
ト
イ
ン
し
て
ド
ラ
ゴ
ン
ラ
イ
ダ

ー
キ
ッ
ク
を
打
ち
込
む
。

「
だ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
り
ゃ
あ
あ
！
！
」

キ
ッ
ク
が
当
た
る
と
モ
ン
ス
タ
ー
は
木
っ
端
微
塵
に
吹
っ
飛
ん
だ
。

龍
騎
は
息
を
付
く
と
奇
妙
な
言
葉
を
残
し
、
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
去
っ
た
。

「
っ
た
く
、
ま
た
ハ
ル
ヒ
の
陰
謀
か
？
」

ハ
ル
ヒ
？
…
た
し
か
涼
宮
さ
ん
の
下
の
名
前
も
ハ
ル
ヒ
っ
て
い
っ
て
た
な
…

（
も
し
か
し
て
、
新
し
い
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
管
理
者
っ
て
涼
宮
さ
ん
な
の
か

？
）
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考
え
て
も
ラ
チ
が
あ
か
な
い
。

管
理
者
だ
っ
た
ら
オ
ー
デ
ィ
ン
と
し
て
姿
を
見
せ
る
だ
ろ
う
。

え
？
新
し
い
管
理
者
っ
て
な
に
か
っ
て
？
後
書
き
で
説
明
す
る
よ
。
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一
章
（
三
話
物
陰
か
ら
除
く
少
年
）
：
神
空
視
点
（
後
書
き
）

転
校
す
る
一
週
間
前
、
つ
ま
り
一
ヶ
月
前
か
な
？

俺
は
ナ
イ
ト
の
カ
ー
ド
デ
ッ
キ
を
拾
い
、
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
と
戦
い
始
め
た
。

そ
し
て
、
転
校
す
る
前
日
に
夢
で
神
崎
士
郎
に
会
っ
た

『
私
は
別
の
世
界
で
ラ
イ
ダ
ー
を
作
り
、
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
管
理
し
て
い
た
』

『
し
か
し
、
こ
の
世
界
で
は
私
で
は
な
く
、
別
の
人
間
が
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
を

管
理
し
て
い
る
』

『
へ
た
し
た
ら
、
世
界
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
』

せ
、
世
界
が
崩
壊
す
る
だ
っ
て
？

『
そ
こ
で
、
お
前
に
は
新
し
い
管
理
者
が
暴
走
を
始
め
た
ら
〔
コ
ア
・
ミ
ラ
ー
〕

を
封
印
し
て
ほ
し
い
』

コ
ア
・
ミ
ラ
ー
？

『
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
ど
こ
か
に
存
在
す
る
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
中
心
だ
』

そ
れ
を
封
印
す
れ
ば
い
い
ん
だ
な
？

『
し
か
し
間
違
い
を
犯
す
な
』

間
違
い
？

『
こ
の
私
も
一
つ
、
間
違
い
を
犯
し
て
い
た
』



23

す
る
と
、
目
の
前
の
男
（
神
崎
士
郎
）
は
手
を
上
げ
る
と
、
俺
の
頭
（
？
）
の

な
か
に
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
で
き
た
。

そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
別
の
世
界
で
起
こ
っ
た
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
の
戦
い
だ
っ

た
。

そ
し
て
、
神
崎
士
郎
は
最
後
に
…

『
過
ち
を
繰
り
返
す
な
』

と
、
言
い
残
し
消
え
た
。
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一
章
（
三
話
古
泉
も
変
身
！
）
キ
ョ
ン
視
点
（
前
書
き
）

こ
こ
何
日
か
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
寝
込
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
だ
本
調
子
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
で
き
る
だ
け
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一
章
（
三
話
古
泉
も
変
身
！
）
キ
ョ
ン
視
点

…
…
…
。

な
に
か
ら
説
明
し
た
ら
い
い
の
や
ら
…

今
日
の
昼
に
先
日
話
し
た
（
記
し
た
？
）
よ
う
に
ゲ
ー
ム
大
会
が
あ
っ
た
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

い
ろ
い
ろ
と
都
合
が
あ
っ
て
、
そ
の
ゲ
ー
ム
大
会
に
つ
い
て
は
…
具
体
的
に
は

書
け
な
い
。

一
つ
だ
け
言
え
る
こ
と
は
長
門
の
呪
文
に
よ
っ
て
大
会
が
無
茶
苦
茶
に
な
っ
た
。

「
こ
、
こ
ん
な
ズ
ル
が
あ
っ
て
た
ま
る
か
ぁ
！
！
」

ズ
ル
は
ズ
ル
な
の
だ
が
、
ば
れ
な
い
ズ
ル
は
ズ
ル
じ
ゃ
な
い
！

「
あ
、
ア
ニ
キ
！
！
や
っ
ち
ま
い
ま
し
ょ
う
や
！
！
」

「
お
う
よ
！
こ
い
つ
ら
の
魂
と
っ
た
る
ぞ
！
」

ま
て
、
ま
て
、
映
画
の
見
す
ぎ
だ
っ
！
そ
の
ま
え
に
セ
リ
フ
が
ダ
サ
イ
っ
て
！
！

―
そ
の
瞬
間
…
―

【
キ
ィ
ー
ン
…
キ
ィ
ー
ン
…
キ
ィ
ー
ン
…
】

最
近
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
の
気
配
を
感
じ
た
。
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「
っ
、
伏
せ
ろ
！
！
」

「
あ
ん
？
」

そ
の
瞬
間
、
ゲ
ー
ム
の
画
面
（
未
使
用
）
か
ら
レ
イ
ヨ
ウ
型
の
モ
ン
ス
タ
ー
が

現
れ
た
。

「
な
ん
だ
ぁ
、
こ
い
つ
！
！
？
？
」

「
ば
、
化
け
物
だ
ぁ
！
」

「
逃
げ
ろ
！
逃
げ
ろ
ぉ
！
！
」

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
い
た
連
中
は
ほ
ぼ
逃
げ
た
。

・
・

逃
げ
て
い
な
い
の
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
の
メ
ン
バ
ー
５
人
の
み
（
神
空
は
こ
う
い
う
事

に
つ
い
て
話
し
て
い
な
い
の
で
ま
っ
さ
き
に
古
泉
に
外
へ
と
出
さ
れ
た
）
と
な

り
、
た
ぶ
ん
逃
げ
た
奴
ら
を
追
う
た
め
に
モ
ン
ス
タ
ー
は
画
面
へ
と
戻
っ
た
。

「
キ
ョ
ン
！
あ
れ
、
何
？
」

「
宇
宙
人
か
何
か
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

冗
談
を
か
ま
し
な
が
ら
、
古
泉
に
こ
っ
そ
り
と
質
問
す
る
。

ち
な
み
に
、
ハ
ル
ヒ
は
朝
比
奈
さ
ん
と
長
門
に
よ
っ
て
外
へ
と
追
い
出
さ
れ
て

い
っ
た
。

「
お
前
は
あ
の
力
を
あ
の
怪
物
に
対
し
て
使
え
る
の
か
？
」

「
残
念
な
が
ら
、
生
身
の
肉
体
で
は
あ
の
空
間
に
進
入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド

む
ろ
ん
力
も
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
」

「
じ
ゃ
あ
、
お
前
も
”
ア
レ
”
を
も
っ
て
る
の
か
？
」

す
る
と
古
泉
は
俺
に
だ
け
見
え
る
よ
う
に
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
緑
色
の
カ
ー
ド
デ
ッ

キ
を
出
し
た
。
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「
じ
ゃ
あ
、
お
先
に
い
き
ま
す
ね
」

古
泉
が
さ
っ
き
の
カ
ー
ド
デ
ッ
キ
を
画
面
に
向
け
る
と
Ｖ
バ
ッ
ク
ル
が
出
現
し

た
。

「
変
身
…
」

古
泉
が
変
身
し
た
姿
は
、
一
言
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
緑
色
の
ス
キ
ン
が
覗
く
ロ

ボ
ッ
ト
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
。

カ
ー
ド
デ
ッ
キ
か
ら
想
像
す
る
に
契
約
モ
ン
ス
タ
ー
は
牛
（
オ
ッ
ク
ス
？
）
型

も
モ
ン
ス
タ
ー
だ
ろ
う
。

「
じ
ゃ
、
行
っ
て
き
ま
す
」

そ
う
い
う
と
古
泉
は
鏡
の
中
へ
と
吸
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

「
ん
じ
ゃ
あ
、
俺
も
…
…
」

黒
い
カ
ー
ド
デ
ッ
キ
を
画
面
に
か
ざ
す
と
画
面
の
中
か
ら
Ｖ
バ
ッ
ク
ル
が
出
現

す
る
。

「
変
身
！
！
」

ポ
ー
ズ
を
取
り
、
Ｖ
バ
ッ
ク
ル
に
カ
ー
ド
デ
ッ
キ
を
装
填
す
る
と
体
に
鎧
の
よ

う
な
物
が
装
着
さ
れ
る
。

「
し
ゃ
あ
！
キ
バ
っ
て
、
い
く
ぜ
！
」

…
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
セ
リ
フ
を
吐
く
と
龍
騎
は
画
面
の
中
へ
と
吸

キ
ョ
ン
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い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

戦
場
で
は
古
泉
が
す
で
に
戦
っ
て
い
た
。

ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド

ゾ
ル
ダ

先
ほ
ど
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
画
面
か
ら
現
れ
た
レ
イ
ヨ
ウ
型
の
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス

タ
ー
は
５
匹
に
増
え
て
い
た
。

「
ど
う
だ
？
古
泉
」

「
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
…
」

「
こ
こ
は
、
一
気
に
決
め
る
か
」

ス
ト
ラ
イ
ク
ベ
ン
ト
の
カ
ー
ド
を
引
き
な
が
ら
話
を
持
ち
か
け
る
。

「
そ
う
し
ま
し
ょ
う
」

す
る
と
、
古
泉
は
シ
ュ
ー
ト
ベ
ン
ト
と
記
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ド
を
引
い
た
。

『
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
 

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
』
『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
 

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
』

「
は
ぁ
ぁ
…
だ
あ
！
！
」

召
還
さ
れ
た
ド
ラ
グ
ク
ロ
ー
の
業
火
に
よ
り
レ
イ
ヨ
ウ
型
の
モ
ン
ス
タ
ー
を
焼

き
な
が
ら
、
逃
げ
場
を
奪
う
。

「
ふ
ん
も
っ
ふ
！
」
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と
ど
め
に
古
泉
の
肩
に
装
着
さ
れ
た
馬
鹿
で
か
い
銃
に
よ
り
、
モ
ン
ス
タ
ー
が

蹴
散
ら
さ
れ
た
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

そ
の
後
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
た
俺
た
ち
は
ハ
ル
ヒ
に
何
を
し
て
い
た
の

か
し
つ
こ
く
聞
か
れ
た
の
だ
が
、
説
明
で
き
る
わ
け
も
な
く
な
ん
と
か
言
い
訳

を
し
て
、
解
散
と
な
っ
た
。

　
―
数
日
後
―

「
キ
ョ
ン
！
！
昨
日
、
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
【
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
】
を

調
べ
て
み
た
ら
出
て
き
た
わ
！
」

「
な
に
が
だ
？
」

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
よ
！
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
！
！
」

「
か
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
？
な
ん
だ
？
そ
れ
」

「
ち
ょ
う
ど
印
刷
し
て
き
た
わ
！
」

ハ
ル
ヒ
が
鞄
か
ら
出
し
た
Ｂ
５
ほ
ど
の
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
た
見
だ
し
は
こ
う

だ
。

【
鏡
の
な
か
か
ら
現
れ
た
！
？
我
等
の
ヒ
ー
ロ
ー
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
！
！
】

そ
の
見
だ
し
の
下
に
は
俺
が
変
身
し
た
龍
騎
と
古
泉
が
変
身
し
た
ゾ
ル
ダ
、
そ

し
て
だ
れ
か
は
、
解
か
ら
な
い
が
一
番
最
初
に
目
撃
さ
れ
た
と
い
う
ナ
イ
ト
の

写
真
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
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「
あ
あ
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
の
件
か
」

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
近
く
の
鏡
で
は
俺
達
の
戦
い
が
生
中
継
さ
れ
て
い
た
ら
し

い
。

「
そ
う
な
の
よ
！
だ
か
ら
、
あ
た
し
達
で
調
べ
る
わ
よ
！
！
」

い
や
な
予
感
し
か
し
な
い
が
一
応
聞
い
て
み
る
。

「
な
、
な
に
を
だ
？
」

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
を
よ
！
！
」
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一
章
（
三
話
古
泉
も
変
身
！
）
キ
ョ
ン
視
点
（
後
書
き
）

次
回
予
告
て
き
な
、
ハ
ル
ヒ
達
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
に
街

へ
と
調
査
に
行
き
ま
す
。
そ
こ
で
キ
ョ
ン
は
ハ
ル
ヒ
に
…
…

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
な
に
）
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一
章
（
五
話
こ
の
調
子
で
い
く
と
…
）
キ
ョ
ン
視
点

待
ち
合
わ
せ
の
場
所
に
は
ハ
ル
ヒ
が
一
番
最
初
に
来
て
い
た
。

「
今
回
は
あ
た
し
が
一
番
ね
」

前
回
、
俺
よ
り
後
に
来
た
の
を
根
に
も
っ
て
早
く
来
た
の
だ
ろ
う
。

「
他
の
や
つ
ら
は
い
な
い
な
」

「
そ
う
ね
」

そ
う
い
う
俺
も
時
間
２
０
分
前
に
来
た
の
だ
が
…

「
い
つ
か
ら
い
る
ん
だ
？
」

「
４
０
分
前
」

て
い
う
か
…
そ
ん
な
に
早
く
来
て
ど
う
す
る
？

な
ん
だ
か
ん
だ
待
っ
て
る
と
、
次
に
神
空
が
来
た
。

「
あ
れ
、
二
人
と
も
早
い
で
す
ね
」

一
番
最
後
に
な
る
と
思
っ
て
た
奴
が
３
番
目
に
き
や
が
っ
た
。

「
新
入
り
な
の
に
早
く
来
る
な
ん
て
感
心
ね
」

「
そ
う
で
す
か
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

し
ば
ら
く
待
つ
と
、
５
分
後
に
長
門
、
そ
の
ま
た
５
分
後
に
古
泉
と
い
う
順
番

で
来
た
。
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「
あ
と
は
ミ
ク
ル
ち
ゃ
ん
だ
け
ね
」

こ
れ
で
、
朝
比
奈
さ
ん
が
奢
る
こ
と
決
定
と
な
っ
た
。

…
１
０
分
後
…

「
す
み
ま
せ
ん
、
遅
れ
ま
し
た
ぁ
」

「
遅
い
！
罰
金
」

こ
れ
で
、
全
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
喫
茶
店
へ
ゴ
ー
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

も
ち
ろ
ん
、
喫
茶
店
で
は
く
じ
引
き
が
行
わ
れ
た
。

俺
と
古
泉
と
長
門
が
北
コ
ー
ス
、
ハ
ル
ヒ
と
朝
比
奈
さ
ん
と
神
空
が
南
コ
ー
ス

だ
。

「
じ
ゃ
あ
、
２
時
に
集
合
ね
！
」

「
は
い
は
い
」

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

「
そ
う
い
や
、
朝
比
奈
さ
ん
か
ら
未
来
人
だ
っ
て
説
明
さ
れ
た
の
っ
て
第
一
回
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目
だ
っ
た
な
」

「
え
え
、
そ
う
で
す
ね
」

「
説
明
す
る
の
か
？
神
空
に
」

「
僕
は
そ
の
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

「
っ
て
い
う
か
、
あ
い
つ
は
な
に
か
特
殊
な
力
と
か
あ
る
の
か
？
」

「
さ
ぁ
、
わ
か
り
ま
せ
ん
」

「
長
門
は
な
に
か
知
ら
な
い
か
？
」

「
わ
か
ら
な
い
」

「
そ
う
か
」

別
に
な
に
も
探
す
気
は
無
い
わ
け
だ
し
ま
た
図
書
館
で
休
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

一
方
、
神
空
は
…
（
こ
こ
か
ら
神
空
視
点
）

「
い
い
？
じ
ゃ
あ
こ
こ
ら
へ
ん
の
鏡
、
全
部
チ
ェ
ッ
ク
す
る
わ
よ
！
」

そ
う
い
う
と
涼
宮
さ
ん
は
早
歩
き
で
鏡
を
チ
ェ
ッ
ク
し
始
め
た
。

「
い
な
い
わ
ね
～
ぱ
っ
と
出
て
こ
な
い
か
し
ら
」

「
そ
ん
な
簡
単
に
出
て
き
た
ら
つ
ま
ん
な
い
と
思
い
ま
す
が
…
」

「
で
も
ね
～
結
構
目
撃
情
報
と
か
あ
る
の
よ
ね
～
」

ま
ぁ
、
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
は
そ
れ
こ
そ
万
と
い
る
か
ら
な
。

そ
れ
こ
そ
ヒ
ョ
イ
ヒ
ョ
イ
と
は
出
て
こ
な
い
が
…

「
次
！
あ
っ
ち
！
！
」
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「
あ
、
は
い
」

「
わ
か
り
ま
し
た
ぁ
」

と
い
っ
て
も
ず
っ
と
歩
い
て
る
の
も
な
ん
な
ん
で
俺
は
ゲ
ー
ム
機
を
だ
し
た
。

「
あ
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
じ
ゃ
な
い
！
ソ
フ
ト
な
に
？
」

「
モ
ン
ハ
ン
セ
カ
ン
ド
Ｇ
で
す
」

「
あ
た
し
も
持
っ
て
く
れ
ば
よ
か
っ
た
～
」

「
は
は
っ
、
今
度
部
室
で
み
ん
な
と
対
戦
で
も
し
ま
せ
ん
か
？
」

「
ん
～
…
そ
れ
も
い
い
わ
ね
…
…
」

結
局
、
午
後
２
時
に
な
っ
て
も
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
は
出
現
し
な
か
っ
た
た
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
（
キ
ョ
ン
視
点
）

例
の
ご
と
く
２
回
目
の
く
じ
引
き
が
行
わ
れ
た
。

朝
比
奈
さ
ん
は
説
明
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
無
か
っ
た
ら
し
く
、
神
空
に
は
説
明
し

な
か
っ
た
ら
し
い
。

俺
と
神
空
と
長
門
が
東
コ
ー
ス
、
ハ
ル
ヒ
と
古
泉
と
朝
比
奈
さ
ん
が
西
コ
ー
ス

と
な
っ
た
。

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
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「
神
空
、
実
は
説
明
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
が
あ
る
」

「
な
に
を
で
す
か
？
」

「
い
い
か
？
俺
も
始
め
て
説
明
さ
れ
た
時
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
、
だ
が
、
今

は
信
じ
て
も
ら
い
た
い
」

「
は
ぁ
…
で
、
な
に
を
で
す
か
？
」

「
…
私
は
情
報
総
合
思
念
体
に
作
ら
れ
た
対
有
機
生
命
体
コ
ン
タ
ク
ト
用
ヒ
ュ

ー
マ
ノ
イ
ド
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
」

「
…
…
は
？
」

「
あ
ー
…
つ
ま
り
な
、
全
宇
宙
の
情
報
が
集
ま
っ
て
で
き
た
情
報
生
命
体
、
そ

れ
を
情
報
総
合
思
念
体
と
い
う
ん
だ
が
…
」

「
は
ぁ
…
」

「
ん
で
な
、
そ
の
情
報
総
合
思
念
体
は
実
体
が
無
い
ん
だ
、
だ
か
ら
長
門
み
た

い
な
や
つ
が
俺
た
ち
人
間
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
ん
だ
」

「
え
と
…
つ
ま
り
宇
宙
人
だ
と
？
」

「
そ
う
だ
、
話
が
速
い
」

「
…
そ
の
宇
宙
人
が
ど
う
し
て
高
校
生
と
し
て
俺
た
ち
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ

て
い
る
ん
で
す
か
？
」

「
い
や
な
、
別
に
侵
略
す
る
こ
と
が
目
的
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」

「
じ
ゃ
あ
、
目
的
は
？
」

「
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
観
察
…
…
…
」

「
涼
宮
さ
ん
の
観
察
？
」

「
ん
～
な
ん
と
言
っ
た
ら
い
い
の
や
ら
…
今
か
ら
４
年
前
に
な
、
情
報
爆
発
っ

て
の
が
起
こ
っ
た
ら
し
い
、
つ
ま
り
情
報
の
奔
流
だ
な
」

「
そ
う
、
そ
れ
が
涼
宮
ハ
ル
ヒ
を
中
心
に
起
こ
っ
た
私
た
ち
は
そ
の
原
因
を
調

べ
る
た
め
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
調
査
を
し
て
い
る
」

「
は
ぁ
…
情
報
爆
発
ね
ぇ
…
…
」

「
そ
の
ほ
か
に
も
古
泉
が
超
能
力
者
だ
っ
た
り
朝
比
奈
さ
ん
が
未
来
人
だ
っ
た

り
す
る
の
だ
が
…
」
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「
へ
？
超
能
力
者
？
未
来
人
？
」

「
あ
、
ま
だ
信
じ
な
く
て
も
い
い
ぞ
、
そ
の
う
ち
い
や
で
も
信
じ
な
き
ゃ
い
け

な
く
な
る
と
き
が
来
る
」

「
え
…
」

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

神
空
は
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
顔
を
し
な
が
ら
う
つ
む
い
て
い
る
。
無
理

も
な
い
が
な
…

『
キ
ィ
ー
ン
…
キ
ィ
ー
ン
…
キ
ィ
ー
ン
…
』

「
っ
…
」

ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
だ
！
ど
こ
か
に
鏡
は
？

「
あ
そ
こ
…
」

す
る
と
、
長
門
は
ど
こ
か
の
会
社
の
窓
を
指
差
し
た
。

「
お
っ
サ
ン
キ
ュ
…
あ
れ
？
神
空
は
？
」

「
見
失
っ
た
…
」

「
そ
っ
か
…
ま
ぁ
い
い
や
」

カ
ー
ド
デ
ッ
キ
を
鏡
に
か
ざ
す
と
Ｖ
バ
ッ
ク
ル
が
出
現
し
た
。

「
変
身
！
」
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カ
ー
ド
デ
ッ
キ
を
Ｖ
バ
ッ
ク
ル
に
装
填
す
る
と
龍
騎
の
姿
が
現
れ
た
。

「
し
ゃ
あ
！
」

「
私
も
…
」

「
え
？
」

長
門
が
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
し
た
の
は
赤
紫
色
の
カ
ー
ド
デ
ッ
キ
で
、
紋
章
は
エ

イ
を
模
し
て
い
た
。

「
変
身
…
」

長
門
が
変
身
し
た
姿
は
…
エ
イ
の
よ
う
な
姿
で
、
腕
に
は
エ
イ
そ
の
ま
ん
ま
の

姿
の
武
器
を
持
っ
て
い
た
。

「
よ
し
、
行
く
ぞ
」

「
肯
定
…
」

　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―

―
―
　
　
―
―
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
―
―

ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
は
蜘
蛛
方
の
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
が
い
た
。

「
蜘
蛛
…
か
」

「
…
か
な
り
強
い
モ
ン
ス
タ
ー
」

た
し
か
に
、
見
た
目
は
か
な
り
強
そ
う
だ
。
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「
よ
し
、
先
手
必
勝
！
」

『
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
 

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
』

「
だ
り
ゃ
あ
！
！
」

し
か
し
、
以
外
に
装
甲
が
硬
く
、
ド
ラ
グ
セ
イ
バ
ー
は
弾
か
れ
た
。

「
か
、
固
っ
！
？
」

そ
の
と
き
、
蜘
蛛
の
後
ろ
側
か
ら
襲
撃
が
あ
っ
た
。

「
ぎ
し
ゃ
あ
！
？
」

「
…
…
…
…
…
」

後
ろ
に
い
た
や
つ
の
容
姿
は
…
騎
士
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
な
奴
だ
っ
た
。

ナ
イ
ト

「
な
ん
だ
？
あ
い
つ
」

「
ラ
イ
ダ
ー
、
ナ
イ
ト
…
…
」

「
ナ
イ
ト
？
そ
の
ま
ん
ま
じ
ゃ
な
い
か
」

そ
う
い
や
あ
の
新
聞
み
た
い
な
や
つ
に
も
載
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
…

「
デ
ィ
ス
パ
イ
ダ
ー
か
…
こ
ん
な
雑
魚
に
苦
戦
す
る
な
ん
て
な
」

「
な
に
ぃ
！
？
て
め
ぇ
、
言
わ
せ
て
お
け
ば
！
！
」

ド
ラ
グ
セ
イ
バ
ー
で
斬
り
か
か
ろ
う
と
し
た
が
、
あ
っ
さ
り
と
避
け
ら
れ
た

「
あ
れ
ぇ
！
？
」

「
無
駄
な
動
き
が
多
す
ぎ
る
ん
だ
よ
」
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ナ
イ
ト
に
腹
部
を
蹴
ら
れ
、
す
こ
し
吹
っ
飛
ぶ
。

「
お
わ
ぁ
！
？
」

「
そ
れ
に
、
僕
は
ラ
イ
ダ
ー
同
士
の
戦
い
は
し
た
く
な
い
ん
だ
」

す
る
と
、
ナ
イ
ト
は
俺
に
背
を
向
け
、
デ
ィ
ス
パ
イ
ダ
ー
と
か
い
う
モ
ン
ス
タ

ー
の
方
へ
と
向
き
直
っ
た
。

『
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
 

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
』

電
子
音
が
鳴
っ
た
か
と
思
う
と
、
空
か
ら
巨
大
な
剣
（
い
や
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
槍
）
と
蝙
蝠
が
出
現
し
、
ナ
イ
ト
の
背
中
へ
と
装
着
さ
れ
た
。

「
な
ん
だ
？
あ
れ
…
」

「
ダ
ー
ク
ウ
ィ
ン
グ
」

「
闇
の
翼
？
」

ダ
ー
ク
ウ
ィ
ン
グ

ダ
ー
グ
ウ
ィ
ン
グ
は
、
マ
ン
ト
に
変
形
し
ナ
イ
ト
は
空
中
へ
と
飛
翔
し
た
。

次
の
瞬
間
、
ダ
ー
ク
ウ
ィ
ン
グ
は
ド
リ
ル
の
よ
う
に
ク
ル
ッ
と
ナ
イ
ト
を
包
み
、

デ
ィ
ス
パ
イ
ダ
ー
へ
と
突
っ
込
ん
で
い
っ
た
。

「
な
、
な
ん
と
！
？
」

そ
し
て
、
蜘
蛛
の
化
け
物
は
木
っ
端
微
塵
に
粉
砕
さ
れ
た
。

デ
ィ
ス
パ
イ
ダ
ー

「
こ
れ
だ
け
は
言
っ
て
お
こ
う
」

ナ
イ
ト
が
俺
に
話
し
か
け
て
き
た
。
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「
龍
騎
は
重
大
な
鍵
に
な
っ
て
い
る
、
ま
、
別
の
世
界
じ
ゃ
主
役
だ
っ
た
し
な
」

「
え
？
あ
、
ち
ょ
っ
と
！
」

別
の
世
界
？
主
役
？
な
ん
だ
か
あ
ま
り
聞
か
な
い
単
語
を
残
し
ナ
イ
ト
は
去
っ

た
。

余
談
だ
が
、
声
が
な
ん
と
な
く
神
空
に
似
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
の
後
、
ハ
ル
ヒ
達
と
合
流
し
た
が
、
向
こ
う
は
な
に
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
ら

し
い
。
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一
章
（
五
話
こ
の
調
子
で
い
く
と
…
）
キ
ョ
ン
視
点
（
後
書
き
）

題
名
の
通
り
こ
の
ま
ま
い
く
と
、
ミ
ク
ル
も
変
身
し
ま
す
。

ま
ぁ
、
こ
の
ま
ま
い
き
ま
す
け
ど
ｗ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

涼宮ハルヒの龍騎
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